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　農業災害の特性上、大規模災害が起きか
ねません。そこで、県1組合となり事業運営
基盤を強化したNOSAI熊本では、さらに国
へ保険をかける2段階制の仕組みをとって、
補償の充実をはかっています。

　NOSAI熊本では、水稲・陸稲・麦や家畜、果樹、畑作物などの農畜産物から、園芸施設共済や建物共済の家具類・
農機具などの大切な財産まで、広く農業災 害を補償する事業を実施しています。
　制度改正により加入方式等の「農家選択 肢の拡大」が図られ、農家の皆さんの経営実態に応じた加入ができます。

事業の種類 加入対象と内容 加入基準（方法） 補償の割合 掛金の国庫負担 補償する期間 損害評価

農 作 物 共 済 水稲・陸稲・麦が対象です。
自然災害や病虫害・鳥獣害などに
より収穫量が減収したときに、支払
い対象となります。

水稲・陸稲・麦30a以
上は当然加入です。
（30a以下でも加入でき
ます）

基準となる収量または、生産金額に対
して、
●3割以上～5割以上の被害から補償
します。（1筆方式）
●1割以上の被害から補償します。
　（全相殺方式）
●生産金額の90％に達しないとき、
その差額を補償します。
　（麦の災害収入共済方式）

水稲 50％
陸稲 50％
麦 50％～
　 55％　

水稲
田植えから収穫まで補償します。
（直播の場合は、発芽期から）
陸稲・麦
発芽期から収穫まで補償します。

●耕地1筆ごと（1筆
方式）に評価します。
●組合員ごと（全相
殺方式）に評価し
ます。
●組合員ごと（麦の
災害収入共済方式）
に評価します。

家 畜 共 済
牛（乳用牛・肉用牛・子牛・胎児）、
馬、豚が対象です。
加入した家畜がケガや病気で治療
を受けたときや死亡したり、廃用に
なったときに、支払い対象となりま
す。

畜種ごとに全頭包括（ま
とめて）加入します。

共済価格（市場価格を基に決めれら
れた金額）の2～8割（肉豚は、4割
～8割）の範囲内で加入者が選択され
た金額を補償します。

牛・馬 50％
豚  40％

共済掛金納入の翌日から1年間
肉豚は、生後20日～生後第8カ月
目の末日まで補償します。

1頭ごとに評価しま
す。（ただし、死廃事
故で、ある一定以上
の被害組合員につい
ては、支払共済金限度
額を設定します。）

果 樹 共 済

うんしゅうみかん、なつみかん、指
定かんきつ、なし、くりが対象です。
自然災害や病虫害、鳥獣害などによ
る収穫量の減収または、生産金額の
減少が支払い対象です。

果実ごとに栽培面積が
5a以上の栽培農家です。
樹園地単位方式（減収暴
風雨方式、減収暴風雨・
ひょう害・凍霜害方式）
は、栽培面積20a以上で
す。

基準となる収量または、生産金額に対
して、
●3割以上の被害から補償します。
　（半相殺方式、樹園地単位方式）
●2割以上の被害から補償します。
　（全相殺方式、災害収入共済方式）

50%

●発芽期から果実を収穫するまで
補償します。（くり、なし：樹
園地単位方式）
●花芽の形成期から翌年の果実を
収穫するまで補償します。（く
り、なし：半相殺方式、全相殺
方式）
●春枝の伸長停止期から翌年
（翌々年）の果実を収穫するま
で補償します。（うんしゅうみ
かん～指定かんきつ：半相殺方
式、災害収入共済方式）

●組合員ごと（半相
殺方式、全相殺方
式、災害収入共済方
式）に評価します。
●園地ごと（樹園地
単位方式）に評価
します。

畑 作 物 共 済 大豆・ばれいしょが対象です。
自然災害や病虫害・鳥獣害などに
より収穫量が減収したときに、支払
い対象となります。

栽培面積10a以上が対
象です。

基準となる収量に対して、
●1割以上の被害から補償します。
　（全相殺方式）
●2割以上の被害から補償します。
　（半相殺方式）
●3割以上の被害から補償します。
　（1筆方式）

55% 発芽期から収穫まで補償します。

●組合員ごと（半相
殺方式、全相殺方
式）に評価します。
●園地ごと（1筆方式）
に評価します。

園芸施設共済 ビニールハウスなどの施設園芸、付
帯施設、内容農作物、施設の撤去費
用が対象です。
自然災害などにより損害を被った
ときに、支払い対象となります。

園芸施設の設置面積が
2a以上が対象です。

共済価格（施設等の時価額）の8割ま
で補償します。 50%

共済掛金納入の翌日から1年間補
償します。
責任開始は、各月の2日、10日、
20日のいずれかになります。

1棟ごとに評価します。

建 物 共 済
農業を営む方の住宅、納屋、畜舎な
どの建物と収容されている家具類、
農機具などが対象です。
火災共済と総合共済の2種類があり
ます。

任意加入です。

1棟あたりの加入限度額は、
　火災共済　6,000万円
　総合共済　2,000万円です。
（同一建物で火災・総合共済に加入す
る場合は、6,500万円が限度です。）

なし
掛金の払込を受け、加入申込書に
記載されている責任開始日の午後
4時から、1年間の補償です。

1棟ごとに評価します。

農 機 具
損 害 共 済

トラクターやコンバインなど農機
具が対象です。
事故や火災、盗難などにより被害を
受けたときに共済金が支払われま
す。

任意加入です。

1台あたり20万円～1,500万円まで
加入できます。
（購入額または、時価額のどちらか低
い額が、加入限度額です。）

なし
掛金の払込を受け、加入申込書に
記載されている責任開始日の午後
4時から、1年間の補償です。

1台ごとに評価します。

　

農
業
は
、
自
然
の
影
響
を
受
け

る
こ
と
が
多
い
産
業
で
す
。
過
去

幾
度
も
の
自
然
災
害
に
農
家
の
皆

さ
ん
は
、
多
大
な
損
害
を
被
っ
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
国
の
農
業
災
害
対

策
と
し
て
、
農
業
災
害
補
償
法
に

基
づ
き
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
農
家
の
皆
さ
ん

と
国
が
掛
金
を
出
し
合
い
、
共
同

準
備
財
産
と
し
て
積
み
立
て
ま

す
。
農
業
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
「
共
済
金
」
と
し
て
お
支
払
い

し
て
、
農
家
経
営
を
守
る
と
い
う

「
相
互
扶
助
」
を
基
本
と
し
た
共

済
保
険
制
度
で
す
。

　

今
回
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
熊
本
が

実
施
し
て
い
る
事
業
を
紹
介
し
ま

す
。

あ な た の そ ば に い つ も N O S A I

対象です。
害・鳥獣害などに
収したときに、支払
す。

栽培面積10a以上が対
象です。

スなどの施設園芸、付
農作物、施設の撤去費
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象となります。
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2a以上が対象
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金額）の2～8割（肉豚は、4割
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牛
豚

が
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・

基準となる収量または、生産金額に対
して、
●3割以上の被害から補償します。
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（全相殺方式、災害収入共
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子
牛
の
育
成
は
分
娩
前
か
ら

　

健
康
な
子
牛
を
産
ま
せ
る
た
め

に
は
分
娩
２
カ
月
前
か
ら
、配
合

飼
料
で
増
し
飼
い
と
ビ
タ
ミ
ン
剤

の
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

分
娩
前
後
の
１
カ
月
間
は
、餌

の
種
類
お
よ
び
量
は
一
定
に
な
る

よ
う
に
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

　

丈
夫
な
子
牛
を
誕
生
さ
せ
る
だ

け
で
は
な
く
、栄
養
豊
富
な
母
乳

の
確
保
、分
娩
後
の
早
期
の
発
情

回
帰
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、下
痢
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

慌
て
て
飲
ま
せ
な
い
初
乳

　

起
立
し
て
哺
乳
欲
（
乳
首
を
探

す
仕
草
を
始
め
た
時
）
を
示
し
て

か
ら
生
後
６
時
間
以
内
に
与
え
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。衰
弱
し
た

子
牛
は
、呼
吸
困
難
が
改
善
し
て

か
ら
与
え
て
く
だ
さ
い
。

　

初
産
牛
は
初
乳
製
剤
の
使
用
を

お
薦
め
し
ま
す
。

哺
乳
量
は
6
㍑
以
上

　

代
用
乳
は
最
低
で
も
１
日
６
㍑

以
上
飲
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。群
飼
・

寒
冷
時
は
カ
ロ
リ
ー
要
求
量
が
増

す
た
め
増
量
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
後
４
カ
月
ま
で
は
、増
体
・

体
高
伸
長
の
伸
び
率
は
最
大
と
な

る
た
め
確
実
に
与
え
ま
し
ょ
う
。

ス
タ
ー
タ
ー
は
強
制
的
に

　

生
後
３
日
目
か
ら
強
制
的
に
与

え
ま
す
。
ス
タ
ー
タ
ー
（
哺
乳
子

牛
用
濃
厚
飼
料
）
は
第
一
胃
の
絨

毛
（
栄
養
を
吸
収
す
る
と
こ
ろ
）

形
成
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

ミ
ル
ク
の
み
で
は
絨
毛
の
成
長
は

あ
ま
り
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　

や
り
方
と
し
て
は
50
㌘
程
度
か

ら
与
え
、
完
食
（
30
分
以
内
）
し

て
下
痢
が
な
け
れ
ば
増
量
し
て
く

だ
さ
い
。生
後
３
カ
月
で
１
日
３

㎏
を
目
標
に
与
え
ま
し
ょ
う
。

　

柔
ら
か
い
粗
飼
料
か
ら

　

生
後
１
カ
月
か
ら
柔
ら
か
い
も

の
を
与
え
ま
し
ょ
う
。

　

第
一
胃
の
容
積
の
増
大
に
必
要

で
、硬
い
も
の
は
第
一
胃
絨
毛
を

傷
つ
け
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

新
鮮
な
水
を

　
　

寒
い
時
期
に
は
お
湯

　

水
は
第
一
胃
内
の
微
生
物
の
定

着
・
増
殖
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

い
つ
で
も
新
鮮
な
も
の
を
飲

め
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
く
だ

さ
い
。
一
方
で
、
量
が
多
い
と
下

痢
を
す
る
の
で
、
量
の
調
整
も
し

ま
し
ょ
う
。

牛
舎
の
換
気
と
消
毒

　

牛
舎
全
体
に
空
気
の
淀
み
が
な

い
よ
う
、新
鮮
な
空
気
が
入
る
よ

う
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

定
期
的
な
殺
菌
剤
を
使
っ
た
消

毒
も
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。密
閉

で
き
る
牛
舎
で
は
煙
霧
消
毒
も
効

果
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

生
後
３
〜
５
・
６
カ
月
の
間
は
、

粗
飼
料
（
乾
草
）
と
育
成
用
の
配

合
飼
料
。
そ
れ
以
降
は
、粗
飼
料

（
乾
草
）
と
一
定
量
の
配
合
飼
料

で
最
大
限
の
摂
取
量
を
確
保
で
き

る
よ
う
に
調
整
し
な
が
ら
育
成
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
予
防
法
も

取
り
入
れ
、健
康
的
な
子
牛
を
育

成
し
生
産
性
の
向
上
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

の
獣
医
師
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の

飛
来
と
増
殖

◆
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
生
態

　

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
は
、他
の
海
外

飛
来
性
の
ウ
ン
カ
類
と
と
も
に
、中

国
南
部
、台
湾
、ベ
ト
ナ
ム
等
の
水

田
地
帯
で
増
殖
し
、梅
雨
前
線
と

と
も
に
、本
県
に
飛
来
し
ま
す
。

　

飛
来
し
た
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
は
、

一
世
代
、二
世
代
と
増
殖
を
繰
り

返
し
、秋
期
に
本
田
で
の
発
生
が
多

い
場
合
は
、坪
枯
れ
等
の
被
害
が

発
生
し
ま
す
。

◆
昨
年
の
飛
来
状
況

　

県
病
害
虫
防
除
所
で
調
査
を

行
って
い
る
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ッ
プ
に
よ
る

ウ
ン
カ
類
の
捕
獲
状
況
か
ら
、昨
年

は
６
月
18
日
初
確
認
さ
れ
、そ
の

後
、２
回
飛
来
を
確
認
し
て
い
ま

す
。

　

飛
来
回
数
や
飛
来
量
が
多
い
年

に
は
、秋
期
に
も
多
発
生
し
や
す
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、昨
年
は
梅

雨
明
け
が
７
月
８
日
と
平
年
よ
り

11
日
も
早
か
っ
た
た
め
、そ
の
飛
来

量
は
、前
年
や
平
年
に
比
べ
て
少
量

で
し
た
。

　

県
内
数
十
か
所
で
行
っ
て
い
る

早
植
え
水
稲
や
、普
通
期
水
稲
ほ

場
で
の
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
発
生
調

査
で
は
、７
月
中
旬
で
は
発
生
量
や

発
生
ほ
場
率
が
前
年
や
平
年
と
変

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、８
月
上
旬
の
調
査
で

は
、発
生
量
は
過
去
５
年
間
の
平

均
よ
り
高
く
、早
植
え
水
稲
の
発

生
ほ
場
率
は
１
０
０
％
と
な
り
、注

意
報
が
発
令
さ
れ
防
除
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
増

加
は
続
き
、８
月
中
旬
に
は
平
年

を
上
回
り
、９
月
上
旬
の
調
査
で

は
多
発
し
た
年
と
比
較
し
て
も
、

そ
の
発
生
が
多
く
、２
回
目
の
注

意
報
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

飛
来
量
が
少
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
、飛
来
後
か
ら
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

が
増
殖
し
た
主
な
要
因
と
し
て

は
、梅
雨
明
け
が
早
く
、高
温
乾
燥

で
夏
期
が
経
過
し
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の

防
除
対
策

◆
箱
施
薬
の
施
用

　

ま
ず
、箱
施
薬
の
施
用
に
よ
り
、

定
植
後
の
稲
に
飛
来
し
て
き
た
ウ

ン
カ
類
を
防
除
し
ま
す
が
、い
つ
飛

来
し
て
く
る
の
か
、ど
れ
く
ら
い
の

量
が
飛
来
す
る
の
か
は
、そ
の
年

の
梅
雨
前
線
の
活
動
で
変
わ
り
ま

す
。

　

ま
た
、近
年
、ウ
ン
カ
類
の
主
な

飛
来
源
で
あ
る
中
国
南
部
地
域
で

も
、同
じ
成
分
の
農
薬
の
使
用
が

進
み
、い
く
つ
か
の
既
存
農
薬
に
対

す
る
感
受
性
の
低
下
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
、規
定
量
の
使
用
で

そ
の
効
果
や
残
効
性
が
著
し
く
劣

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、使
用

す
る
箱
施
薬
の
量
は
し
っ
か
り
と

守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
本
田
で
の
防
除

　

次
に
、本
田
の
防
除
で
す
が
、前

記
の
と
お
り
、同
防
除
所
で
は
、ウ

ン
カ
類
の
飛
来
時
期
や
量
、そ
の
後

の
発
生
量
の
調
査
を
行
い
、防
除

対
策
に
対
す
る
情
報
を
注
意
報
や

技
術
情
報
と
し
て
発
信
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
年
の
気
象
条
件
に
よ
っ
て

は
、防
除
適
期
や
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

の
増
殖
量
も
変
化
し
ま
す
の
で
、

同
防
除
所
や
地
域
の
Ｊ
Ａ
等
の
関

係
機
関
か
ら
出
さ
れ
る
情
報
を
基

に
防
除
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
を
利
用
し

た
防
除
の
委
託
を
行
わ
れ
て
い
て

も
、本
田
で
の
ウ
ン
カ
類
の
発
生
に

は
常
に
注
意
し
、発
生
が
多
け
れ

ば
臨
機
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

（
写
真
：
熊
本
県
病
害
虫
防
除
所
提
供
）

診療所だより

家畜診療所阿蘇支所
　 獣医師田中 祐一

今回は
「

　　　　  」
　 について

健康な子牛の
　　飼養管理 熊

本
県
農
林
水
産
部
生
産
局　

農
業
技
術
課
農
業
技
術
支
援
室

戸と

田だ 

世せ
い

嗣し

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
多
発
生
と

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
多
発
生
と

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

防
除
対
策
に
つ
い
て

防
除
対
策
に
つ
い
て

　

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
は
「
秋
ウ
ン
カ
」
と
も
呼
ば
れ
、
秋
期
の
坪
枯
れ

を
引
き
起
こ
す
ウ
ン
カ
で
す
。　

　

昨
年
は
こ
の
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
に
よ
る
被
害
が
、
九
州
各
県
や
山
口

や
岡
山
な
ど
の
中
国
地
方
で
も
発
生
し
ま
し
た
。
昨
年
の
よ
う
な
被
害

を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
も
今
回
は
、
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
生
態
と
防

除
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

トビイロウンカ

トビイロウンカによる被害状況

トビイロウンカの寄生状況
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